


















 

北海道における重複障害児の家庭療育のより良い指導環境のあり方については,幾多の問

題が存在する。例えば,その広域性,交通網の不備,専門家の不足,きびしく長い冬,医療過疎

などマイナスの面が多く,この中での改善は一朝一夕におこなうことは至難の技で不可能

に近い。 

 私達は,家庭療育指導の中での母子関係の問題点,障害児療育の方法,母親へのアプロー

チの際の問題点を研究して来た。重複障害児の治療法は進歩して来ているが,これを家庭療

育に生かしてゆくには,どのようにおこなわれると良いか?,ここにも大きな問題点がある。 


